
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1． 緒   言 

日本ばね学会論文集執筆要領より，原稿作成に際して主な

原稿体裁をまとめた． 

本文のレイアウトは2 段組みとし，1 ページあたりの文字

数は26字×50行×2段=2600字とする． 

文章の区切りには全角の読点（，）と句点（．）を用いる． 

本文には，半角かな文字は使用しない． 

2． 記号・単位の書き方 

L ： 長さ [m] 

t ： 時間 [s] 

σ ： 応力 [MPa] 

量記号はイタリック体，単位記号はローマン体，無次元数

はイタリック体で書く． 

数学記号・単位記号及び量記号は，半角英数字を使用する．

ただし，％と℃は全角とする．単位はSI単位を使用し，4 MPa 

のように書く． 

3． 見出しの書き方 

 

 

 

3．1 節の字体はゴシック体 

1 文字空白を空け，本文を書きはじめる．英語の場合の空

白は2文字とする． 

章見出しは2行分をとって，行の中ほどに書く．ただし18

字以上は3 行分を必要とする．また，字体はゴシック体（太

字）で書く．節見出しは左寄せとする． 

 

 

Fig. 1  Sample of figure. 
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Table 1  Chemical composition. 

Steel C（wt％) 

SUP3 0.83 

SUP6 0.60 

SUP7 0.60 

 

Table 2  Sample of root and division. 

Recommended Not recommended 

)( yx   √ )( yx   

)/()( dcba   dcba  /  

 

Table 3  Chemical composition of steel. 

 

Steel 
Element（mass％） Heat treatment  (℃) 

C Si Mn Cr other Quench Temper 

SUP3 0.83 0.25 0.45 - - 845(oil) 475 

SUP6 0.60 1.65 0.85 - - 845(oil) 505 

SUP7 0.60 2.00 0.85 - - 845(oil) 515 

SUP9 0.53 0.25 0.80 0.80 - 845(oil) 485 

SUP9A 0.60 0.25 0.85 0.85 - 845(oil) 490 

SUP10 0.51 0.25 0.80 0.95 V 0.20 855(oil) 505 

SUP11A 0.60 0.25 0.85 0.85 B ＞0.0005 845(oil) 490 

SUP12 0.55 1.40 0.75 0.75 - 845(oil) 540 

SUP13 0.60 0.25 0.85 0.80 Mo 0.30 845(oil) 540 

 

4． 図及び写真・表の作成に関して 

（1）本文中では，図及び表はFig.1，Table 1のように英語で

書く．写真は，図として扱う．書体は，初出時はゴシッ

ク，2回目からは明朝とする． 

（2）番号・説明などは，図・写真についてはその下に，表

についてはその上に書く． 

（3）本文と，図・表の間は１行以上の空白を空けて，見

やすくする． 

（4）図中・表中の説明及び題目はすべて英語で書く（最初

の文字は大文字とする）． 

（5） 図及び表がl列（片側）に収まらない場合2列（両側）

にまたがって書くことができる．  

（6）図及び表の横に空白ができても，その空白部には本文

を記入してはならない．  

5. 数式の書き方 

 式番号は，式と同じ行に右寄せして（ ）の中に書く．ま

た，本文で式を引用するときは，式（1）のように書く． 

 式を書くときは，2文字分空白を空ける．また，必要行数

分を必ず使うようにして書く．3 行必要とする式を 2 行に

つめて書いたり，2 行に分かれる式を 1 行に収めたりしな

い．なお，本文と式，式相互間は１行以上の空白を空けて，

見やすくする． 

 また，原則として数式エディタのポイント数は本文に準

じるものとするが，添え字等が小さく読みにくくなるとき

は適宜拡大する． 
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 式はなるべく片側に書くことが望ましいが，両側にまた

がる場合は，読む順序に混乱を生じないように書かなけれ

ばならない．  

6． 参考文献の書き方 

 本文中の引用箇所には，右肩に小括弧をつけて，通

し番号を付ける．例えば，新宿・渋谷 1）～3）あるいは東

京・神田 1), 2)のようにする． 引用文献は，本文末尾に

番号順にまとめて書く． 
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7. 結   言 

 当学会ホームページにあるテンプレートファイル

のスタイルを利用すると，各々の項目の書式が自動

的に利用できるのでご利用いただきたい．なお，絶対

的な出来上がりのレベルを保証するものではないた

め，印刷結果が望むレベルに達しない場合には，使用

環境に合わせて，各自で微調整を行い，ばね論文集の

体裁に最も近い設定を行っていただきたい． 
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